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１．はじめに 

  潜水調査船「しんかい 6500」は、最大潜航深度6,500mの能力を持つ世界最高水準

の大深度潜水調査船です。これを使って行う深海域の調査研究作業を成功させるに

は、利用者は潜水調査船システムが持っている能力とその性能を十分理解しておく

ことが大切です。従って、「しんかい6500」の活用に当たってはこの手引を熟読し、

その内容に精通し、実施計画の詳細については事前に船舶運用グループと打合せを

行うことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「しんかい 6500」のミッション 

「しんかい6500」は、その潜航能力、運動性能により次のような一般的ミッション

を遂行できます。 

 

⑴ 通常調査では 0.5～1.0kt の速力で、水深 6,500m までのあらゆる深さで調査観測

作業ができます。 

 

⑵ 通常 1名の研究者が同乗し、「しんかい6500」船外及び船内にある種々の固定装備

機器、器具及びペイロードを使用します。 

 

⑶ 潜航時間（潜航開始から浮上まで）は８時間を最大とします。 

 

⑷ 海底面に沿って、または一定の深度を保って航走し、目視観察及び写真、ビデオ

の撮影を行うとができます。 

 

⑸ 傾斜地では深い方から浅い方への航走を標準とします。 

 

⑹ ２本のマニピュレータを使用し資料の採取、機器の設置回収を行うことが 

  できます。 

 

  これらのミッションに使用する設備、機器の性能、要目及びオペレーション上の

制約等の詳細については次のとおりです。 

 

 

連 絡 窓 口 ： 海洋工学センター 研究支援部 船舶運用グループ 

住    所： 〒237-0061 神奈川県横須賀市夏島町 2番地 15 

電     話：  046-866-3811（代表） 

 046-867-9913，9914，9916，9917（ダイヤルイン） 

ファクシミリ： 046-867-9915（船舶運用グループ直通） 

E  –  m a i l： sod-rsd@jamstec.go.jp 
ホームページ： http//www.jamstec.go.jp/ 



３．システムの特徴 

  6,500m 潜水調査船は、潜水調査船及びこれを海上において直接支援する支援母船、

ならびに後方支援設備としての陸上基地から構成されています。 

 

    潜水調査船「しんかい 6500」 

① 一般要目 

全長：9.5m 

巾 ：2.7m 

高さ（着底脚下面から上構上面）：3.2m 

空中重量：約 26トン 

潜航最大深度：6,500ｍ 

乗員：3名 

耐圧殻径： 2.0m 

最大潜航時間（潜航開始から浮上まで）：8時間 

ライフサポート時間：129 時間 

ペイロード：150 ㎏（空中重量） 

水中速力：0〜2.0Kt 

 

② 乗 員 

3名の乗員の内訳は、パイロットが 2名と研究者が 1名です。 

 

③ 潜航時間 

 最大潜航深度(6,500m)での潜航作業の場合は、最大潜航時間を8時間とし

ており、その内訳は調査水深にもよりますが、最大潜航深度で下降上昇に5

時間、海底での行動に 3時間という時間配分になります。 

 

④ 調査機器等を持ち込む際の注意事項 

⑴ 船外に使用する電線は 5m以上必要です。 

機器の搭載場所によって必要な電線長が変わりますのであらかじめ船

舶運用グループまでお問い合わせ下さい。 

ペイロード端子箱に接続可能なコネクタの種類、数は以下のものです。 

 使用メーカー（米国：SEACON Brantner 社） 

 ペイロード端子箱付レセプタクル   対応コネクタ 

  RMK-8-BCL × 2 個    RMK-8-FS 

  RMG-4-BCL × 4 個    RMG-4-FS 

  RMG-3-BCL × 2 個    RMG-3-FS (#3pin Shielded) 

   RMG-4-BCL × 1 個    RMG-4-FS (#3,4pin Shielded) 

   RMG-4-BCL × 1 個    RMG-4-FS (#3pin Shielded) 

   RMG-2-BCL × 1 個    RMG-2-FS (Shielded) 

 

⑵ 機器の結線について、シールドラインを電源及び信号ラインにしないな

ど注意が必要です。船外用の電線を製作する前に船舶運用グループまで

お問い合わせ下さい。 

 



⑶ 船内の機器の電源は、テフロン線を使用して下さい。電源用、船内ペイ

ロード端子箱接続用については、2m以上用意して下さい。 

船内ペイロード端子箱接続用の端末は、コネクタ不要です。 

 

⑷ 電源は、次のものが供給できます。 

①船外 DC108V 30A 

②船内 AC100V 60㎐単相 10A 

その他に以下の変圧器も使用可能ですが使用電力の合計が 10A まで 

です。 

①船内 DC12V 5A    ③船内 DC28V 5A 

②船内 DC24V 5A 

 

⑸ 油圧は、次のものが供給できます。 

・有効差圧 100 ㎏ｆ/㎠（1020Mpa）、6.2ℓ/min 以下 

ただし、下記の条件を満たさない物については、潜水船に搭載できま

せん。 

①リリーフ弁等の安全装置を設けていないもの。 

②不具合発生時に、潜水船の油圧システムに悪影響を及ぼす恐れの

あるもの。 

この他にも、搭載位置や油圧ホース長等、搭載にあたっては詳細な打ち

合わせを必要とします。必ず事前に船舶運用グループまでお問い合せ下

さい。 

 

⑹ 搭載機器は、船内用であれば空中重量、船外用であれば空中重量及び水

中重量（浮重）を計測し、資料の提出をして下さい。システムとして使

用する場合はできるだけ個々の重量についても計測をして下さい。 

 

⑺ 機器毎にヒューズ等の保護装置を設けて下さい。また、絶縁の悪いもの

や不安定なものは搭載できません。 

 

⑻ 船外用搭載機器については、使用予定深度圧以上の耐圧試験を実施し、

事前に十分な検査、確認を行って下さい。確認が不十分な場合は、搭載

できません。 

 

⑼ 船内用搭載機器については、ハッチの直径（500mm）を通るおおきさで

なければなりません。また、船内スペースは非常にかぎられていますの

で、搭載機器の小型軽量化につとめて下さい。 

 

⑽ 機器の搭載可能重量は右サンプルバスケット 100kgf、左サンプルバスケ

ット 100kgf、耐圧殻下側ペイロードラック 50kgf です。但し、船内船

外で搭載可能な重量の合計は 150kgf（空中重量）です。搭載可能重量

は、潜航深度により潜水船の浮力が変化する為、目標とする深度により

減少する場合があります。 



 機器を新規に製作する場合、また他の潜水船で使用実績があっても

「しんかい６５００」に初めて搭載しようとする場合には、寸法、重量

及び搭載場所等について船舶運用グループ及び運航チームに確認して

下さい。 

 

⑾ 以上の項目以外にも船外船内を問わず調査機器を搭載する場合には、安

全上及び装備上について確認する事がありますので必ず取扱説明書、図

面等詳細の解る書類を持参して下さい。又、必ず調査潜航行動前に運航

チームと打合わせを行って下さい。 

 

     

⑤ 水中速力 

潜水調査船の水中速力は通常、対水速力で 0〜2.0Kt です。 

 

⑥ 潜水調査船測位システム 

      潜水調査船の位置を求める方法は、ロングベースライン（LBL）方式とスー

パーショートベースライン（SSBL）方式の 2種類があります。 

 

      LBL 方式は、潜航調査前に目標地点の周囲にトランスポンダを 3本設置し、

それらを基準として潜水調査船が自身の位置を測位可能です。この方式は、

非常に測位精度(±２０m)が高く、潜水調査船内で位置がわかるのが大き

な利点です。通常測位範囲はトランスポンダを設置してある中心から、そ

の海域の水深と同じ距離を半径とする範囲程度となります。ただし、トラ

ンスポンダの設置に１日、回収に１日必要です。 

 

      SSBL 方式は、トランスポンダを設置する必要はありませんが、LBL方式に

較べると測位精度(母船と潜水船の直距離の±1.5％)が低く、母船上でし

か潜水調査船の測位ができません。この場合、潜水調査船は母船からの

連絡により自船の位置を知ることができます。通常測位範囲は、母船を

中心とし、その海域の水深と同じ距離を半径とする範囲程度となります。 

 

 どちらの測位方式を利用するかによって潜航前の諸準備が異なるので、事

前に十分船舶運用グループと打ち合わせを行ってください。 

 

４．運航計画 

⑴ 行動の概要 

「しんかい 6500」の支援母船「よこすか」は遠洋国際の航行資格を有するの

で、世界中の水深 6,500m までの海域での潜航作業が可能です。 

 

⑵ 行動の標準運航計画 

潜航日以外は母船「よこすか」による海域の事前調査、トランスポンダの設置

及び回収、海況不良の場合の予備日、潜航海域までの回航の日数、研究者の乗

下船のための寄港の日数を考慮して計画しています。 



 

⑶ 潜航の制限 

安全運航を考慮し、一般的な環境や船の状態に関して以下のような規定が定め

られており、該当する場合は潜航を実施しない事になっています。 

⑴ シーステイト4（1/3 有義波高2.5ｍ）を超える場合または視程が300ｍ以

内の場合。 

⑵ 機構理事長の許可がない限り、6,500ｍを超える水深の海域での潜航。 

⑶ 最大潜航深度 6, ・変更ありません。昨年のままです。 
500ｍ・を超えた潜航。 

⑷ 潜航地点に沈船、爆発物、その他絡んだり拘束される可能性のあるものが

存在する場合。 

⑸ 海底ケーブルが敷設された海域での潜航調査を行う場合は、JAMSTEC の定

める参考資料—1「潜水船及び無人機等の海底ケーブルに対する作業安全
基準」に従うこと。 

  （但し、研究安全委員会の承諾を受けている場合はこの限りではない。） 

⑹ 港内及び航路筋等、船舶のふくそうする海域での潜航。 

⑺ 海底付近での潮流の最大流速が 1.0kt を超えた場合。 

⑻ 航海機器がすべて正常に作動可能な状態にない場合。 

  （但し、バックアップシステムがあるもの及び観測機器に関しては司令の

判断により可能。） 

⑼ 母船の潜水調査船測位システムが正常に作動可能な状態にない場合。 

⑽ 特に許可された時以外の夜間潜航。潜航時間は通常、午前１０時潜航開始

午後５時浮上です。 

 

５．潜水調査船乗船者への事前説明 

   潜水調査船に乗船し調査観測作業を行う研究者は、潜航前に潜水調査船運航チ

ーム担当者から乗船に関して事前説明が行われます。 

  内容については以下の通りです。 

 

⑴船内及び船外機器の配置について 

⑵船内において研究者が通常操作を行う機器の操作方法 

⑶船内持ち込み禁止品について 

⑷船内において研究者が緊急使用する可能性のある機器の位置確認及び 

 操作方法 

⑸一般的注意事項及び体重測定 

 

６．その他 

  １）潜航に関して 

⑴ 水分の摂取は控え目にし、体調の維持に努めて下さい。 

 （潜水船内に簡易小便器が用意してあります。） 

 

⑵ 潜航服(防寒・防火用)を用意してありますが、潜水船内の温度が下がるの

で、必要な方は相応の衣類を用意して下さい。 



 （静電気の発生の少ないもの。化学繊維特にフリース系統は避けること。） 

 

⑶ 発火性の物品、揮発性の物品等は潜水調査船内に持ち込まないで下さい。 

 （口紅、ポマードは避けること。また、ライター、マッチ、使い捨てカイロ

は持ち込まないこと。） 

 

⑷ 覗窓は、傷つきやすいので、カメラの持ち込みは許可を得て下さい。 

その際にはゴム製のレンズフードを装着して下さい。無い場合は持ち込みで

きません。 
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